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1. まえカ宅き 丸山ら 2)の地震動推定法の整合性を数十km離れた2地

点間の応答スペクトルによって検討し，手法の有効性を

構造物の而援設計や耐震診断などの工学問題では，短 確認するとともに，基準点の選定守強直地震動の増幅特

周期地震動を地点毎に精度よく推定することが必要とさ 性に依存して推定精度が変わることを示している.また，

れ，またその推定法は簡便で、安価である方が望ましい. 王ら 4)，5)は，震源特性・伝播特性・表層地盤特性の積と

常時微動の利用は 1950年代から始まり，多くの理論的 して表される地震動のスペクトル特'性の定式化により，

(演鐸法的)または観測記録に基づく経験的(帰納法的)研 これらの既往の研究 2)，3)，6) の適用性や推定精度並びに，

究成果が蓄積されているが，現在でも微動と地震動の関 基準点の選定・鉛直地震動の増幅特性の問題についての

係は解決されていない問題であり 1)，観測事実の整理に 検討を行った.そして， 2 地点間醐佐が 3~6km と短い

関する研究と波動論の法則でこれらの事実を統合する研 宮崎県内のK-NET観測点とFDMA観測点の地震動記録

究が，今後応用数理学分野に求められている. と常時微動記録による検討から，推定法の誤差の定量化

このような常時微動を利用した地震動推定法の 1っと と誤差におよぼす2地点問での鉛直地震動成分の違いの

して，常時微動記録と近傍の地震動記録のみを用いて， 重要性を示した.

幽霊情報には頼らない地震動推定法が，丸山ら列こょっ 牛若命丈では丸山ら2)0耀謝i館長η基楠な防主である
て提案されてしも.この論文では， 2つの地震記録から 「蝶尋坊と常時賜ゆlWスペクトノLより埠しく，かつ2地点

数如1離れた地震動を推定し， 0.1秒から l秒の短周期地 σ》陣誼華館号脹慧ゆスペクトノL特出禁事ししリとし、うように
震動の実言改装との整合性が確かめられている.大熊ら 3) 2地嫡似犠動や常H鵠働lWスペクトル特性を単純こモデ、

は，宮崎県内の 20地点の K-NET観測点と 32地点の 刈じするのではなく， 「地提動と常H鵠婚前コlWスペクトル土ヒ
FDMA(消防庁)観測点の常時微動記録と地震動記録から， は元釘こ等しし、ものではなくlま際事しい.そして2地有清張雛
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が迅場合でも地表面華値苅震動コスペクトル特出填なる」

とし、うよう鳩醐障実をできるだけ考慮した仮定に基丸、た新

しい定式化を提案する.そしてこの定式化に基丸、て， 2005年

福司県西方榊院議こよる福岡市内の融l踏まや王らの，5)が用し、

た宮崎納得額ザえータを甫献し定式似こ現れる偶数をモ

分化することにより既主広場院2)-6) ~こおける基準転似監主や

錨号脹慧初糟同寺肘来堤富洲献でき，カκ就往併猷包去よ

りも割宥支併骸Eができることを示す.なお:， il部開制並
ひたそ0放財閥去を提案した柑閉ま，常時輝刷脹難住

沼会ィ漸しし対去を提案するものであるカミ毎誤l踏剥こ基づ

く帰同封切存Eであるため，これら明斬明却こB号する波競命

に基づく劉直シミュレーション剖吏った麗締切移砂らその方

御滴用性を諦くる砂開3応用数理学分哩初期院に求められる.

Z 強贋醐踊近傍お~両面JHt詰

常時焼動コlWスペクトノはヒ(水平萄防フーリエ振幅スベク

トノゆ舗覇防フーリエ欄高スペクトノゆと地軍事事幽監房義明寺

性に関するヰヰ杭籾院@以米lWスベクトノL比と地盤震観時

性に関する多く￠嘩紙切院と鰍I~i調こ基づく苛陶冶され

てきてしもが，赤泊こ羽月な長も夕、匂 11) しかしこれら0就

往広場院刊に共歯することは地震動と常時税脚コlWスベ

クトノはヒd済升却ま良く似ており，両者のスペクトノはヒのヒにーク

旗揚激(最対震幅を与える旗揚接的にl摘し中田耕溜められるが，

欄康助亡協調して出動ヰ日開湖、品、うことである.す

なわち，ある地点の常時鋤lWスペクトノ比七のヒ」ク拡湯飲

からその地点倣臨事恭幽彰コ卓越肱弱激持猷Eできるが，地震
時祖彰来襲欄耽常時携動lWスペクトノL生以献で1齢瓦ら

雑誌Eするにはあまり有効でないとし、うことである.

このようなlWスペクト川口こB号する既主の研河実果み11)
を塾乙特配丈では以下の3ての仮定を設けて眼識的伝践

を定式化する.なお，常時微動式 i朝七・東西苅向の二乗平均を

水平勤務~として算定してしも.地震動え水平2成n'yJ)それ

守 UこつしてlWスペクトノはヒを算定し刀、る.

(1) 蟻難敵峠(塞集長， α:mv加lsi憶と呼必では地
震動と常時数動のlWスペクトノはヒを完封こ一致さ

せるため味柾係数s(拡弱激の関数である)を渉式

のように導入する.

β=(5); 
← 

(予):
、、，，〆唱・E且
/
E
1
 

ここで~ (H jV):fと(HjV):は仔ぽ芳L強震鰍掠
の常時微動仇伽油田1侃)と蝶動包d碍Jakemoti，ω 
のlWスベクトノはヒを表す.相式化では下添字が

観測点を，土溺存が地震動または常時制動を表すもの

とする.

。) 雌動を推定しようとする犠難敵l掠近伊効議蹴峠

(推志点、 E泊n甜αlSIteと呼必では地震動と常時微

動コlWスペクトノはり持しし、と仮定する.すなわち，

(互[(HM||)。)
V )E ~ V )E 

(3) 強E難顧t点と末観測点の常時務動lWスペクトル士ヒの
樹閣寺出土使用しなし、ために樹高を基猶七するために

動植COlllHX'CEmaXを等しし、とする.

(予["=[~r.lli: 又はらax = C山 (3)

民己(1)と(2)の仮泡丈以下のような考えに基づ、く.騒動

と常時勝街コlWスペクトノはりお註釘こ一致しなし功ミ lま除手

しし明獄を示すとし、う観浪障実に基丸、て，擬議蹴掠で出也

震動と常時敷観仮病坊の言説初当専られるので，両方の託録を用

いて両者のlWスペクトノ比七を完封こ一致させるためU玲柾

織を導入する(式(1)).しかし，地震動糟拠点万丈常時

微弱知識ましカ縛ることができなし、ため，声渚(J_寝号室を認めて

騒動と常時機ゆlWスベクトノLよりま等しし吃仮定すと料

。)).

最後の仮定。)は既主広期院2)-11)から常時糠搬コlWスペ

クトノはヒの膨植を与えるヒ三一ク拡観劇詩幽叡コ卓越擬載散の

推定lこ働1てしもが， lWスペクトノはむの最大値以欄彰淵

盤輔副寺↑卸コ関係閣月確でなし、ことを考書、し， lWスペクトノレ

比の動植の機長針吏かれこヒ」ク旗揚散の↑静恥みをオ吏うた

めに導入した仮定である.

土茸砂仮定によるまな1)と式。)を使うと，蟻建制点と末観

測点の常時微動lWスペクトノはヒの比は渉拘コようになる.

(互):円VJ"， lVJ"， 
(予l:β(予):

(4) 

式ωより，末繍I掠倒栃慧休明紛のスペクトルH1は次
均コように求められる.

1 (H)M (H¥ 

Hf=9bfn C ~I H! = α立)~I H! (5) 
'" . ''''/'-' 1 (Hγυ ( Hi'" V 

Co lllax ~ V ) 0 ~ V )。
:: ::.~己

α= s"YE!Oア土ーて?
I CEmaX I 

l COlllHX J 

V! 
γEjO 二 TTE

'0 

(6) 

式(5H訪議議賊峠の水平地震動スペクトルHZから非観測
点の水平地震動スペクトノレHfを推定する式を表す.式(5)の

右辺併面白徽αがl砂易合には丸山らみ併飯島にとなる.

あるしは王らの，5)0コ解釈では αは2地保の常時税働lWスペ

クトノはヒのM玲柾による樽拠点の水平地震動スベクト刈佐
沼去(丸山ら2併猷E1t00コ安差を表す.
持紋の定式化では両地点ゆ値牒謝のスペクトル比

"YE/O剖徐くと，補E係数αは式(6)のように毎翻l代きる主躍動

と常H鵠鋤lWスペクトノはヒから求められる尉鞘敷である.
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両也長江草舗苅援助コスペクトノL北γE/O'羽可地点の地震動記

録樽乱立求めることができなし前将命丈では3章で方そすよ

う同陸棚l臨調t坪均吻寺↑生をモデ;L-化して与えるものとする.
また，式(5)の右辺のように両地点の常H鵠蹴lWスペクトノレ

上旬誘拐寸直COmax'CE m3Xで盤整化されており，地盤φ卓越糠動

数(lWスペクトノL北のヒ」ク拡観法的のf静伽みをオ吏った補正
をしていることが鞘教である.

1 鎚輝雄揖動スペクトJはわE/Oq;糊主とモラヲ此

既ま主併骸自宏M の研究では 2地点で明鼠都合直苅震動

のスペクトル特性の重要性を指摘しているにもかかわらず， 2 

地点での鉛直地震動のスペクトル特性が同じである

(γE/O = 1)とする仮定を採用した推定式となっている.この

点を改良するために王ら引が示している髭誼苅震動スペク

トノは~1'E/O のチータと加5 年福司県西対刷脹事こよる福両

市内緒蹴rEi識を見直すと，以刊こ示すように蟻建蹴峠の地

盤掛弱拠点α幽~こ比f司馬場合とそ似差。易合で，鉛面白
震動スペクトノL化1'E/O広特性に系紛拘fti塾、のあることがわ

仇たので，ここではその戸幸容を説明する.なお，持紋で1ま
地盤繍議題鮪切更さ広場課として常時焼動lWスペクトノ比七

のヒ」ク拡弱激(封盤拘卓越揚激減献できる)が高し将漬更

し判盤であると表境ずるものとする.

3.1細却損動スペクトJlよじγE/Oq;糊主

先ず~2α百年調司県西方榊欄こよる地震酸素悶から始める.
図ー1はここ守克用したK・NEf穆翻t点仔Kα脱，)(.姻亙上では
・聞と(掬道党矧初開用調印福司ピ;14溺拠点(姻祉
では#防の位郡守係以降動画を示す.鵡拠点i友酪頼関駅、

約lkm離し桝欝幽齢厚さが身医り噛叡コ卓越司蜘漣う地

盤条件を持つ.こ0湘繰(物漣う両脚峠の常H鵠携動lWス

ペクトル上ヒのヒ三一ク拡弱激(以後強弱激の何つりに周期を用い

る)から地盤狗卓起旗開を求めると， K-NEf観測長仔Kα尚)の

050秒に対して件暢幽齢厚し漣穀技研棚峠では 0万秒と
長会、地盤狗卓越司期となってしもすなわち，声穆捌転倒盤

。湖憩府|由主異なり，建設技研繍闘こ比べると K-NET穆捌
点(FKα泌)の方淵議論拘には秘資盤とし、うことになる.

ω両援護賊Ib長側主置

ra (b) 士醐指圏

陸 1削 ET棚点侃α旧0・と鍋廼描強耐開帽咽Cs福
岡白以精蹴(喝の位置と均輔副m

このよう羽蟻制点倣幽繰件とともに 2肪年細部開方

糊雄事こよる蟻要議kから縦割額動スペクトノレ比1'E/Oを計

算し(0.4胞のParnnWi臨k>wによる璃骨化を知欄亘スペクト

ノレの比を求めた)，プロットすると陸2のようになる.

ハυ
唱

aa且

E ー園田γ;/O
・・・IEH/0 ドーー

p品
r'1、
八.... 目 ー.血守 .... 一d‘' 

eιF註
H制内f . .・‘竺‘.. .~ .. ・ . 

...・ . 
~ 

。
¥
同
ト

ハυ
----A 
10・1 1 

Period(sec) 
11-2訓話毎慣瑚聴取刑判鏑こよる地贋配勝、ら得bttt:f館副蝿
動スペクトJU:t1'E/O

医ト2 の実績博之蟻難敵腺として K-N町観測点(~α脳)
を採用し赤観測点として建設技研穆拠点とした場合ゆ舗苅震

動スペクトノL北γE/Oを表す.一方，医ト10:.椴協丈そ似差の

場合得合直躍動スペクトル比γE/Oである.実線の場合を

も。，石麟蜘ものをす/0として表境すると両者のスペクト

ノば開聞には鉛重自信動スペクトノ此γE/Oの定義式(式(6)) 

より，渉'$Jl清野Jがある.

性/072/o=1(7)
この図から南海拠点ゆ値苅震動スペクトノ比七γE/O'諸君主

広海関与@で板定し刀、るように1ではなく，荷揚韻峠α祖霊
条(牛iこよって1より大きし粧をとる局慰問主を持つ場合と，そ
似差動コ周期情性を持ぐ場合の2種欝坂潤主lこなることがわか
る.雨脚峠の働条(物まったく間以易合U袖雑穀スペ

クトノはりまlの値をとると考えられる杭このような場合には

樽拠点の地震動として蟻繋蜘献雄動針吏えlまよい.ま

た，葉線で示すγ;/oは蟻繋蹴峠(基準局の地盤Pワ方料買

い場合で，砺線で刀をすす/0は蟻難敵掠α祖叡〉方が軟ら
糾場合に相当する.

次に王らいの用し、た宮崎駒村のK-NEf毎拠点とFDMA

-597-



毎拠点の常時税働fWスベクトノレ北のヒにーク周期から粗彰コ

卓越司期を求嵯嬰立すると，表1のようになった.こU溺こは

図ー2で用いた福岡市内の2つU潅届測長です珪幽叡コ卓越司期も記

入してしも.この表の2つU潅蹴t的立地帯部鴎能力~3一白n
と短く震原糊生・既設皮儲翻寺↑掛同じで表層幽耕|監のみが

異なると考えて使用した

表1潮瑚撤動回Vスペクト此ωピーク周期から
求めた開陳ω幽齢報開期

ピーク周期(sec)

K-NET FDMA 
(建設技研)

福岡 0.50 (0.75) 

綾 0.37 0.51 

日南 0.63 0.75 

西米良 0.25 0.40 

西都 0.14 0.57 

北川 0.20 0.17 

延岡 0.34 0.25 

椎葉 0.35 0.25 

田野 0.33 0.20 

10' 

。υ
'
E
E
A
 

fI 

， 

h時
， 
t 

F ， 

同 ~除雪=h四

曽~

' 

fl醐

10-' 1 

Period(sec) 

ω棚 l踊似幽湖甑暢合性/0
10'1 

。
¥
同
国
ト

ハυ
'
E
E
A
 

10・， 1 
Period(sec) 

ω鶴見l掠似幽齢劫散ら机場合ぜ/0
陸3表 1，探す福司と宮崎閥均淵蝿践期点¢庇讃尚、ら得られt:J白

面倒駒スペク ""J~

表 1から，蝶弱拠点の地盤Pう方洲馬場合(K-NET福司，

K-NEf縁 K岨T 日南~K相T西米â， K-NEf酪j)， FDMA
~ tJ 11， F'J:>>.仏廻司1，FDMA椎葉~ FDMA岡野とそ似ぎで穆捌

点倣幽彰コ方坤欠ら州場合舗数研~ FDMA綾 FDMA日
南~ FDMA西米良， FDMA醗広 K-NET~tJ 11， K-NEr姐司，
K-NEf椎葉~ K-NEr田野を鴎IJして，娠難場毒素からを値弛

震動スペクトノ比七を計算し， γ;/Oと71/0をプロットすると，

陸 3科専られた陸3からも匹2と同じように声融峠α祖
盤条(牛によって鉛西陣動スペクトノL樹立種関巧瀕される

ことがわかる.

3.2説蹄躍動スペクトJはわE/。のモヲヲ此

このようY焔面臨動スペクトノレ比性/0とγ1/oをモデ〉レ

化する.陸3に示すγ;/Oとぜ/0のそれ局ω平均を求める
と，国4のような周期寺阪滑られた鰯識と緬麟騎士社L

枝川/0とγ2/Oの平均拘周期情性を表す.この周期情性を
簡単調数式で泊以しこ(J)ilijf拭お周期階性を函4の頬識
と太革路泉で示す.

γ仏仏;ι/川οニJ1+2却術0
U円/υ1+ 4e一→δ1 • ~/ v 'Y! 

IEjO 

ここに Tは周期色)を意宋する.こ似liff風土周期0.1桝も
2梯装広畑司期に対する羽納tj.錨白鶴動スペクトノ比七を

与えるものである.γ;/0広精微としては 0.1秒付近》ら周期

が輸けるにてれてIよりも大きくなり，周期025杉村寸近揃

2の債でそれfJJ溜坊拠Pし周鰍句l和Yでl程慶のー:湖面3収

束してしも.
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函4 細晦劃民ペクトJ此γ;/ohf/oのモヲヲ此

4 惜鞠働と地扇i肩謝こよる踊副長忘却瀬艦

ここでは式(5)による地震餅綻法(式(6)と式(8)針動1

補E係数αを用しも新推泡去を期臨鶏加こよって検証し補正
保敬α=1を郎、る時猷皆去とι精度。室長、を示す:4.1節lこ
はフーリエ欄高スペクトノレての上搬を， 42節lこl訪日塑動脈

ての財投を示す.

4.1地担割阪瀬幅スペクトJU1)lf毅

図引え 2∞5年福司県西方榊世震(M7.0)によるK-NEf毎拠
点(FKα脱)の静まから新推定安去と旧櫛笥却こよって建設技研

観測長の水平地震動フーリエ振幅スペクトルを推定し，来回議

で万司君彰社支研観調I融和ものとの比較を示す.図ラには細
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次に王らの，5)の用いた宙開軌のK-NEf鰍峠と FDMA

毎捌長の諸制こよる機政韻投示す.ここでは結恒明I民切〉

ため王ら明治鞭った加5年5月31日の目前隣地震(M5.8)

によるK・町r線日南，西米氏推葉西部岡野倣眼動
から同市町村のFDMA観測長の地震動を推定し討課(EW成

分のみ)を示す.なお~ ~Ij 11町と廻司市のL阻 TとFDMA観

測点の言識としてはお亘にま蜘鴇られてしもl朔年12月

22 日の目前脚鰻(凶.8) の言改装を用いる.図-9~式表1 に示
した毎拠点は幽叡コ卓越周期を刻号、し，錨白樺動スペクトノレ

比性/0またはぜ/0針吏って宮崎野可の8市町、丁で広噺推定

法と|日推泡却こよる描白蟻動と融I融和スペクトルの上織

を示す.王ら 3)，4)0鴻操では岡管官却羽Ij11と廻司の2つの

観測長割弱帯、て良好な推定であった陸9に示すように新推定

法で、も旧推宿去で、t~ljllと姐司の2つ広棚峠割弱吾、てそ0漣

いl抄なし、ことがわかる.ね11と廻司の2つ鎌蹴峠では決
泊制嬬志みられなし、ものの、旧推泡却こ比べると，耕錠

これらσ灘雲融和力成樹立2αゅlを超えているので地盤済
線物環怨Eが含誌にしもので、今後この影響幼虫支を定量化
しておくことカ泌要である。

Period(sec) 

函§陸7の劇瞥践と!同瞥掴こよる櫛連難扮此鮫鑑定スペクト

JLf街頭綜ペクNゆ信書調期融刀嗣詔を横矢同Tで示豹

陸マ釧路網罰関西方湘剖1(1¥17.0)によるK崎市捌点師長α削

の地層動スペクトルと建設関珊薗勧も推定した地膚動スペク

トル噺とl日推掲のH鍍位W郎裁
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陸マと陸-8~主因で5 と図-6の場合と出1Éに建謝支研棚リ
点のま録から新推定法と旧推定法によって K困問T観測点、

(FKα泌)の水平臨調劫フーリエ欄冨|スペクトルを推定し掛吉

果を示す.こ似監の場合でも，陸唱に接約方司印で元司主調司

邦掛こおしてや持猷旨馬主が大きし、ものの，同信樹こ比べ新

推走主主乃方か高し撤皆鞍となっていることがわかる.なお

碗病こよりK-NEf観測点(FK!α脳)の諮和フーリエ樹高スベ
クトルもプロットし勺ハるが旧推庖却こ比べると糊館却コ

方がより棚l踏まじ岳十錠をしてし 1ることがわ7J~.推定す
べき観測点の言改装(建謝姉帯誤I麟制こ対する耕樹去と|時佐

沼却こより十錠されtd:脹謝。瀬幅スペクトノレの比(推定スペ
クトルゾ観視I似ペクトノLうは推定ぎ長丈誤差を示すが，これ左プ

ロットすると図唱のようになる.明らカヰこ耕猷包去(菊勲の方

がl同lIV可直之、あり新推定主主丈瀬着の方が旧推起却と比ぬj、さ

いことがわかる.相己水平地震動スペクトノLの大齢、周期帯

(ここでは便庄ι推定長広瀬福スペクトルが最大振幅のls以
上を常に上回ってしも周期輩固とし，函唱に欄U涛 H械翻
で示し以後，主調司期帯と呼必では新推超去(霜誘惑の方が

決油化楠妻子高中錠をし刀、ることがわかる.

Period(sec) 

陸5筑肪年福司胆E窃輔副1(1¥17.0)による彊郵掛日臨調の地贋動ス

ペクNレとK判ET観測点価α削 d粗暴から推定した瑚蜘
スペクトル舗とl日推掲の比鍛位W胸部

居希陸きの輔瞥怯と岡留捌こよる描包擢扮比較維定スペクト

JLf観測スペクトJゆ住軍調期帯別掴を犠知可制ヴ
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比較すると図ー10のようになる.この図からも上述のこと

が読み取れるが，特に区ト10に横線の矢印で示す主要周期

帯において，新推定法と旧推定法は同程度の推定誤差で

あること，北川と延岡の2つの観測点では，新推定法の方

の推定誤差が改善されていることがわかる.
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居間王ら"の廟，ぜ活輔刷布加餓期点配康調こよる帯施定浩と

間街芭蔀材態百島皆7)J:I:鍛(推定スペクt--JLf餓期スペクト

Jゆ〈主賓覇隈取調盟を横矧Tで示す7

式(5)に粛しる係数のうち"cOmax / CEmax の(齢0.6~1.

1で平均面ま0.78程度叫直となる.日崎蹴l信改まから基準保毎

に決まるが，この値広瀬謝激持出ま基準点制こ大きくことなり

O.ト-4.0程度の(直を示打こめ， 。ι療タ星野ガてきし'.さらに図
-3と陸4に示したようにη/0も基準点観こ大きくなるが平

均(直針吏ってし、るため動てで、2伺型支の(直となっている(医ト4).

今後~i'ì'E /O基準点卸コモデノL化をすること沿必要となる。

4.2地担割阪糠働淘陶〉蛾

ここでは蟻鶏肋腿頭波服こよる縦割自去剖噛駄の比

樹立ωこ観誤'IPi識との比較を示す.
加塑勤封勝雌交では式(5)付随均こ対して次のような仮

定をする.式(5)σ芳猷邑却まフーリエ振幅スペクトノレに対して導

カれたものであるボ強言議蹴t長の水平地震版幅スペクトノレト
ルHfのみに対して観源Iffii改初当ら求められる複素フーリエス
ペクトノレ(実数苦sと虚数却を代入し末観測長の複素フーリエス

ペクトルH7を求める.し闘って，末鰍峠併信号醍弱披
Yダ渇議激持出#幽宰条件を開決したものに修正されているが，
位1明寺↑生'15議議版。点のものと同じであると仮定しfオ信協新多
となる.なお，ここでず鴻栃難境期完え 0.1秒以下の周期をカッ

トした0.1秒以上の周期帯め靭杉での上搬を示す.丸山ら2)~こ
より常時携動を用いか脹顛誹猷笛却ミ 0.1羽小ら 1 手~司期
地震観初完改まとσ澄合f鈎鴻訪められている.そこで将命文
においても， 0.1秒以下の周期をカットしたものを用いた.

旧推定法と新樹却こよる誤差掛大きカ斗った 2∞5年調司県
西方榊世震(M7.0) による K~阻T 観測京(限α版)の諮まから

建謝苅梅翻峠の水平地震動を推定した場合(医ト11)と， 1朔

年 12 月 22 日の日向勝由震(M4.8) によるK描r~1J 11 と K・町T

廻司のま蜘も FDMA観測長のね11と廻司0灘動を推定し

た場合(区トロと医ト13)を示す.医ト11から医ト13において，左

上の(引に示す波脇#院議権蹴峠として用し、たK-NET観測有、

は醍弱肉I麹動支持先示す(基準有波粉.右上の(b)に示対期5
1持錠しようとする点(末棚峠またぽ能的で観測され抄血
震動取整期新先示す(推定有波問.左下のω崎信諒の溺~
を旧櫛笥却こよって推定し7訪日忠戴彫を，右下の(ωは鞠錠
法による権回の力腿鼓瀕先耕飽去lこよって持能したもの
を示す.したがって，各図の(b)と(c)と(ωに示す波汗勿峰妨瓦
ら，菊税関去と旧描白蹴豊島、を見ることができる.

例えば医ト11に示す2∞5年嗣司県西方榊隈(M7.0)σ場合，
基準点のK-NEI福司(mα泌)の動℃畑恵掛~旬Hこ対し

((ψ参照， f信回ι潜対支研観測収劇℃川忠妻31旬!と大き
くなっている((b)参照.このようf議醐服販タ刈輔教と耐強己

(c)に示打日推定安却こよる初防鴻封℃刷塑支は138galと基準点

の溺杉よりも小さく推定し刀、る.しかし， (d)に示す糊紺去

ではA3旬lと推志保の力闘護波紛3大きくなる特徴をよく表現

している.区トロと医ト13に示打朔年日向灘鰻(M4.8)σ場合，

基準点(ω参照の最対日塑支よりも梅田、((b)刻勃味初℃加
速度l刻、さくなっている.このような声薩蹴峠広場観勝ポダ滑

徴に対し!日十錠法では基準点のものより惚倍大きし議対腿

度を推定しており観調蜘勿傾向とは主主の傾肯である.耕錠

法でも推定保広穆翻服務よりやや大きめの籾杉となってしもも

のの，旧推定法よりも観測砂瀬隔こ通常勝を推定してい

ることがわかる.なお:， ~IJI陀は周期1秒から2秒坊鞍は時住

定法の方がよしも
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三まとめと課題

ヰ若命丈では常瑚甥境鵡と近傍倣脹難境改紡みを用し1て，

地盤|静授には頼らない地震謝閑却こ島サる従来の方i去を改善

することを目的に 「地震動と常時婚前コlWスペクトル比は

完創こ等しし1ものではなくl誕祭事ししもそして2地転問E鴎働三

品場合でも地表面草値苅震動のスペクトル特阻ま勲旨るJと

いう観調停実をできるだけ考慮した仮定に基づく新しし定式化

を提案し，雌義雄蹴Imr振を用してこの新推定立去とf胡弓沖猷E
法(旧推定立1;)の櫛正を行った.この定式化と検証で舟いた2∞5
年福司県西方榊欄こよる福司市内緒蹴Illii改まや王らの，めが用

いた宮晦軌σ潅蹴ザータから，耕闘志の加鞠妻訪湖、こ
とを示すことができた.相ζ 福岡市内の2つσ潅賊峠と宮崎
県内のおI[と廻司の2つ0湯捌京では旧推泡去併鞍吋極め

て{品、もので、あったが，撤綻脚球綾凶郎、こと消福音で、き

旧推趨去と新推溜却t.，簡世Jょ方?去iこよって地提言十が設置さ

れていなけ議翻峠倣醍謝を推定できる憐Ijな方法である.

今後は本蓄食丈で用いた錨静院議bスベクトル比lこ関して各観

測長の平均値を使うのではなく、観測有卓抜苅寺性を反映したモ

デ〉レイ11~文良し、精度ι敬善を行うとともに擬酬を蓄積し

波競命に基づく湖底十算鞍コ有去を飾、和銀謝闘志併佐

定楕度について検討してゆく必要がある.
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